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１．研究計画の概要 

現代ドイツ語は、英語の進行形に相当
する統語的形式が存在するにもかかわら
ず、その使用頻度の低さゆえに、スラヴ語
やロマンス語と比べた場合、アスペクト
（動詞の相）の概念が文法範疇として確立
していない言語として捉えられている。つ
まり、現代ドイツ語のアスペクト概念は、
様々な文法範疇や言語形式の中に分散し
た形で表現されている。本研究の目的は、
これらの表現形式をできるだけ数多く抽
出してそれを体系的かつ明確に示すこと、
さらには、ドイツ語におけるアスペクト概
念の使用頻度を低くしている原因を解明
することである。 
 
２．研究の進捗状況 
  （1）初年度に当たる 2007 年度には、具
体的なデータを小規模なレヴェルで収集す
るために、特に英語とドイツ語の対照研究に
力を入れ、英語の進行形で表現される意味内
容が、ドイツ語に翻訳された場合にどのよう
な方法や形式で表現されるのかを検討した。 
すなわち英語において不完了アスペクトの
一種ととらえることができる概念がドイツ
語で再現される場合に選択される表現形式
を収集し、使われる形式の種類や傾向、さら
にオリジナル・テクストの概念と再現の際に
選ばれる形式の対応関係などを系統立てて
整理することを試みた。この結果は、『5.代表
的な研究成果』に挙げている論文①によって
2008 年 3 月に発表することができた。 
 
  （2）2008 年度後半から 2009 年度にかけ

ては、現代ロマンス語の 1 つであるフランス
語とドイツ語の対照研究に力を入れた。「ア
スペクトの概念の再現」というポイントだけ
に固執することなく、アスペクトの概念が原
因となって引き起こされる両言語の相違点
に着目した課題を見出すことができ、計画に
ある課題から派生した研究課題に取り組む
ことができた。具体的には、フランス語・ド
イツ語どちらにおいても完了形式を作る際
に助動詞の選択を行わなければならず、この
選択は本動詞の意味論的な性質に依存する。
この意味論的性質はアスペクトと密接な関
係にある動作様態という概念である。2008～
2009 年度にかけての研究成果は『5.代表的な
研究成果』に挙げている論文�によって 2010
年 3 月に発表することができた。 
 
３．現在までの達成度 
③ やや遅れている 
理由： （1）2008 年 9 月に、当時の勤務先
であった琉球大学において実施された「ドイ
ツ海外文化研修」の引率担当者となり、その
準備と研修本体および「研修後指導」のため
に 2007 年度後半から 2008 年度 12 月まで、
就業時間のうちかなりの部分を奪われる結
果となってしまった。そのため、事前に計画
していたとおりには研究時間を確保するこ
とが困難であった。 
 
（2）また、2009 年度には年度途中で琉球大
学から愛媛大学へ転任したため、業務や居住
条件の変化等が多々あり、研究になかなか集
中しにくかったこと、また自身も体調を崩し
たこと、さらに実父が亡くなったために家族
で対処しなければならない研究外の事柄が
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非常に多かったことなどが重なり、予定通り
の研究環境を確保することが難しかった。 
 
４．今後の研究の推進方策 
  『3.現在までの達成度』において「③や
や遅れている」を選択したのは、分量的に当
初の計画ほどに研究が進行していないため
であり、取り組んできた各課題における成果
はある程度上がっていると言えると思う。計
画通りに研究時間を確保することが今後も
困難であろうことが予想されるので、最初の
計画で目標としていた複数の課題のうち、既
に取り組んで成果を上げてきているものに
焦点を絞りながら、これらに関する具体的な
データを増やし、さらに詳しい検討・考察を
重ねる形で最終年度の研究を進める方針で
ある。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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